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五
島
和
牛
育
種
組

合
は
二
月
五
日
、
五

島
家
畜
市
場
に
て
ミ

ニ
現
地
検
討
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
調
査

内
容
の
異
な
る
三
部

門
に
管
内
の
畜
産
農

家
が
十
七
頭
を
出
品
。

公
益
社
団
法
人
全
国

和
牛
登
録
協
会
の
職

員
ら
が
一
頭
ず
つ
丹

念
に
調
査
に
あ
た
り
、

評
価
し
ま
し
た
。

検
討
会
に
先
立
ち

同
組
合
の
橋
詰
覺
組

合
長
は
「
五
島
に
優

良
雌
牛
を
保
留
・
導
入
す
る
な

ど
し
て
育
種
醸
成
を
図
っ
て
き

た
。
今
か
ら
は
五
島
銘
柄
の
種

雄
牛
を
考
え
る
時
期
が
き
て
い

る
」
と
し
生
産
者
や
関
係
機
関

へ
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
種
雄
牛
を
造
成

す
る
育
種
牛
の
認
定
候
補
牛
四

頭
、
父
牛
が
第
十
一
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
（
宮
城
県
で
平

成
二
十
九
年
九
月
開
催
予
定
）

の
長
崎
県
に
お
け
る
エ
ー
ス
種

雄
牛
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

金
太
郎
3
の
育
成
牛
四
頭
、
同

じ
く
金
太
郎
3
の
産
子

と
母
牛
の
セ
ッ
ト
を
五

組
で
九
頭（
一
頭
欠
場
）

調
査
し
ま
し
た
。

全
体
の
講
評
と
し
て

公
益
社
団
法
人
和
牛
登

録
協
会
の
穴
田
事
務
局

長
は
「
育
種
能
力
は
県

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
今

後
は
五
島
の
特
色
あ
る

牛
づ
く
り
、
生
ま
れ
も

育
ち
も
血
統
も
五
島
の

『
五
島
ブ
ラ
ン
ド
』
を

お
願
い
し
た
い
」
と
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

へ
る

五島和牛育種組合ミニ現地検討会

『
五
島
の

特
色
』あ
る

牛
づ
く
り
を

育
種
牛認

定
候
補
牛

県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
肉
能

力
を
誇
る
繁
殖
雌
牛
四
頭
。
系
統
を
長

崎
県
種
雄
牛
で
繋
ぐ
、
こ
と
ぶ
き
号
・

な
つ
み
号
・
第
9
な
つ
は
る
号
。
特
に

こ
と
ぶ
き
号
は
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら

五
島
で
貴
重
な
遺
伝
子
を
代
々
繋
げ
て

い
ま
す
。

ことぶき号
（谷川正昭さん所有）

多くの目が注がれる出品牛
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当
Ｊ
Ａ
は
二
月
五
日
、
五
島

家
畜
市
場
で
平
成
二
十
七
年
度

肉
用
牛
生
産
振
興
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
の
計
画
を
説

明
し
た
当
Ｊ
Ａ
の
畜
産
部
、
山

口
部
長
は
「
長
年
に
わ
た
り
掲

げ
て
き
た
『
繁
殖
牛
五
〇
〇
〇

頭
』
の
実
現
が
見
え
て
き
た
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

現
在
、
管
内
の
畜
産
農
家
戸

数
は
二
九
〇
戸
で
四
二
一
六
頭

を
飼
育
。
農
家
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
飼
育
頭
数
は
直

近
の
二
年
弱
で
微
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
に
よ
る
新
た
な
リ
ー

ス
牛
舎
の
建
設
を
予
定
、
新
規

参
入
の
申
し
出
も
あ
り
ま
す
。

加
え
て
当
Ｊ
Ａ
の
繁
殖
セ
ン

タ
ー
建
設
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
飼
育
頭
数
を
維
持
し
て

い
け
ば
諸
々
の
計
画
実
現
で
目

標
の
五
〇
〇
〇
頭
を
達
成
し
ま

す
。同

大
会
で
は
五
島
家
畜
市
場

で
の
高
価
格
販
売
者
の
年
間
表

彰
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
見
据
え
た
産
地

振
興
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
終
わ
り
に
は
、
生

産
者
を
代
表
し
て
当
Ｊ
Ａ
肉
用

牛
部
会
の
出
口
部
会
長
が
目
標

達
成
に
向
け
た
決
意
表
明
を
行

い
、
五
島
の
畜
産
関
係
者
の
機

運
を
高
め
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

なつみ号
（出口弘美さん所有）

第9なつはる号
（岩田エミ子さん所有）

のりひさ号
（境勝典さん所有）

繁殖牛５，０００頭
現実味を帯び

肉用牛生産振興大会

決意表明する出口部会長

生産者決意表明
☆繁殖牛5，000頭、
子牛販売頭数4，000頭の達成

☆肉質・肉量兼備の優良子牛生産

☆購買者のニーズに合った
市場性の高い子牛の上場
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Aコープ浦桑店だより

セール情報

暖
か
い
地
方
か
ら
順
番
に
桜
の
開
花
の
便
り
も
届

く
季
節
で
す
。
桜
の
開
花
の
便
り
は
、
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
と
感
じ
る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

昔
と
比
べ
て
桜
の
開
花
は
や
や
早
ま
っ
て
い
て
、
九

州
か
ら
関
東
で
は
三
月
中
に
お
花
見
と
い
う
地
域
も

多
い
で
す
ね
。

楽
し
い
お
花
見
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
が
飛
ぶ
時
期
と
も
重
な
り
ま

す
。
花
粉
症
の
症
状
が
ひ
ど
い
人
に
と
っ
て
は
、
お

花
見
は
し
た
い
け
ど
、
外
に
い
る
の
は
つ
ら
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
ス
ギ
花
粉
の
飛
ぶ
量
は
、
前
の
年
の

夏
の
気
温
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
暑
い
夏
の
後
は
花

粉
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
五
年
の

夏
は
、
北
日
本
で
暑
く
、
東
日
本
や
西
日
本
は
平
年

並
み
か
冷
夏
気
味
の
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

日
本
気
象
協
会
の
予
想
で
は
、
二
〇
一
六
年
の
春

は
、
東
北
で
花
粉
が
例
年
よ
り
や
や
多
く
、
そ
の
他

は
例
年
よ
り
少
な
め
に
な
り
そ
う
で
す
。
花
粉
症
が

少
し
で
も
楽
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

盈進小学校が校外学習
（2月4日）

児童たちは担当職員へ次々と質問。
子供たちが農業へ関心を持ってくれるのは嬉しい限りです。

第1・第3月曜日
も営業しています
平成28年2月末まで第1・第3月曜日を定休日としてい
ましたが、3月から営業いたします。
『今日は開いてるのかな？』と定休日を気にせず、ご来
店ください。

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

う
れ
し
さ
と
つ
ら
さ
の
春

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

●卒業おめでとうセール
3／12㈯～18㈮
●下半期決算セール
3／24㈭～30㈬

●受験応援セール
3／5㈯～11㈮
●新生活準備特集
3／19㈯～23㈬

ご卒業・ご入学のお祝いに…

盛合わせ
毎朝仕入れた鮮魚を使い、お寿司やお刺身の盛り合わ
せの販売を行っております。人数やお祝い用など用途に
合わせて、お作りします。ぜひ、浦桑店鮮魚部までご相談
下さい。
また、ご予約はAコープ各店舗でも受付けております。
気軽に従業員までお申し出下さい。

お刺身
お寿司

【にぎり寿司盛合わせ】
2，000円の盛合わせ…2～3人前
3，000円の盛合わせ…3～4人前
5，000円の盛合わせ…5～6人前

※写真は2，000円のいな
り・巻寿司盛合わせ

ご予約承ります！

33月月かからら

【刺身盛り合わせ】
3，000円の盛合わせ…4～5人前
5，000円の盛合わせ…5～6人前

※写真は3，000円の
刺身盛合わせ
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若き力が躍動

JA
ご
と
う

五
島
市
体
育
協
会
は
一
月
三
十
一

日
、
第
十
二
回
五
島
市
民
駅
伝
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
同

大
会
に
当
Ｊ
Ａ
も
五
大
会
ぶ
り
に
参

加
。
結
果
は
振
る
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
『
五
島
牛
』『
地
産
地
消
』
な
ど

と
書
か
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
背
に
、
組

合
員
や
地
域
住
民
へ
久
し
ぶ
り
に
元

気
な
走
り
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
鬼
岳
を
中
心
に
ふ
も
と

を
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
、六
区
間（
二

〇
・
三
㌔
）
で
競
う
男
子
の
職
場
対

抗
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
五
区
の
走
者
を

務
め
た
具
志
堅
将
太
職
員
は
「
知
り

合
い
の
組
合
員
さ
ん
か
ら
の
声
援
を

受
け
、
と
て
も
走
り
や
す
か
っ
た
」

と
沿
道
か
ら
の
声
援
に
感
謝
し
て
い

ま
し
た
。

監
督
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い
た
入
口

庄
二
課
長
は
「
大
会
を
通
し
て
職
員

間
の
絆
が
な
お
一
層
強
く
な
っ
た
。

今
回
は
一
チ
ー
ム
の
み
の
参
加
だ
っ

た
が
、
来
年
は
複
数
チ
ー
ム
参
加
し
、

Ｊ
Ａ
ご
と
う
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会

を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
力
強
く
話
し

ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
こ
う
し

た
地
域
行
事
・
活
動
へ
積
極
的
に
参

加
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

応援ありがとうございました！
途中アクシデントにより成績は下記のとおり。
チームとしては悔しい結果で終わりましたが、
選手たちは結果を受け止め、来年のリベンジに
闘志を燃やしていました。

会大伝駅民市島五回12第

区間順位
－
11
12
17
6
24

タイム
－

8分36秒
11分52秒
10分25秒
15分15秒
16分58秒

距離（㎞）
4．9
2．2
3
2．5
3．8
3．9

所 属
畜産部生産指導課
坂の上事業所自動車課
直売部（産直市場「五島がうまい」）
本店共済部共済課
本店農産園芸部農産園芸課
福江支店営農課

選手名
山田 亮太
坂井 善久
鍋内 豊海
濱窄 優蔵
具志堅将太
出口 大輔

区間
1区
2区
3区
4区
5区
6区

上段左から山田職員、坂井職員、鍋内職員、濱窄職員、具志堅職員、出口職員
下段左から入口課長、原職員、野原職員、赤尾職員

※2区から6区の区間順位は棄権・オープン参加を除いた32人中の順位です
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当
Ｊ
Ａ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
の
こ
の
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
に
て

ク
ッ
キ
ー
作
り
を
行
な
い
ま
し
た
。
同
部
会

員
や
子
供
ら
が
参
加
。
あ
る
部
会
員
は
ク
ッ

キ
ー
に
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
子
供
ら
を
見
て

「
子
供
の
発
想
は
す
ご
い
ね
」
と
感
心
。
和

や
か
な
ク
ッ
キ
ー
作
り
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
生
地
を
作
っ
て
麺
棒
で
伸
ば

し
、
型
抜
き
で
様
々
な
形
に
し
て
、
チ
ョ
コ

チ
ッ
プ
や
ア
ラ
ザ
ン
を
カ
ラ
フ
ル
に
ト
ッ
ピ

ン
グ
し
て
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
だ
温
か
い

ク
ッ
キ
ー
を
頬
張
り
満
足
の
笑
み
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
ク
ッ
キ
ー
は
綺
麗
に
ラ
ッ
ピ
ン

グ
し
て
参
加
者
が
持
ち
帰
り
ま
す
。
終
わ
り

に
部
会
員
は
「
家
族
や
友
人
、
大
切
な
人
に

贈
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
同
部

会
で
は
今
後
も
様
々
な
活
動
を
通
し
て
部
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は

二
月
十
三
日
、

Ｊ
Ａ
本
店
に

て
相
続
手
続

き
研
修
会
を

開
催
し
ま
し

た
。
会
で
は

司
法
書
士
に

よ
る
講
話
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
役
職
員
四
十
三
名

は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
向
け
に

講
話
を
撮
影
し
、
上
五
島
支
店
に
て
再
度
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
、Ｊ
Ａ
の
家
永
嘉
弘
常
務
は「
講

話
を
受
け
て
、
相
続
手
続
き
へ
の
理
解
を
深

め
、
各
職
員
が
お
互
い
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
今
後
の

業
務
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
職
員
へ
相
続
手
続

き
へ
の
意
識
向
上
を
促
し
ま
し
た
。

講
話
は
過
去
の
事
例
解
説
を
中
心
に
行
わ
れ
、
身
近
に

起
こ
り
う
る
問
題
に
、
職
員
ら
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
な

ど
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
Ｊ
Ａ
金
融
部
の
柴

田
博
行
部
長
は
「
相
続
は
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
。
金
融

機
関
と
し
て
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
正
し
い

知
識
の
習
得
が
必
要
」
と
話
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
回
の
よ
う
な
有
識
者
に
よ
る
講
話
を

求
め
る
職
員
の
声
に
応
え
、
今
後
も
要
望
の
多
い
テ
ー
マ

に
つ
い
て
研
修
会
を
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。

ククククククククククククッッッッッッッッッッッッキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーー作作作作作作作作作作作作りりりりりりりりりりりりはははははははははははは和和和和和和和和和和和和ややややややややややややかかかかかかかかかかかかムムムムムムムムムムムムーーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドドド
-フレッシュミズ部会クッキー作り－

理解深め、明確な対応を
－相続手続き研修会－

小石司法書士の講話を
熱心に聞く職員たち

恐恐
竜竜
のの
型型
抜抜
きき
にに
挑挑
戦戦
！！

分量どおりに生地作り
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当
Ｊ
Ａ
は
二
月
十
二
日
、
佐

世
保
食
肉
セ
ン
タ
ー
（
佐
世
保

市
干
尽
町
）
に
て
年
に
一
度
の

開
催
で
九
回
目
と
な
る
五
島
産

素
牛
枝
肉
共
励
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
出
品
四
十
五
頭
の
枝
肉

の
う
ち
五
一
・
一
％
（
前
年
三

五
％
）
が
最
高
格
付
け
の
Ａ
5

等
級
、
続
く
Ａ
4
等
級
を
含
め

た
上
物
率
は
八
八
・
九
％
（
前

年
八
〇
％
）
と
五
島
産
素
牛
の

産
肉
能
力
の
高
さ
を
示
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
、
同
Ｊ
Ａ
の
橋
詰

覺
組
合
長
は
「
肥
育
農
家
の
日

頃
の
努
力
に
よ
り
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
出
品
さ
れ
る
枝
肉
の

成
績
が
向
上
し
、
五
島
産
素
牛

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ

て
い
る
。
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
繁

殖
農
家
や
関
係
機
関
と
協
力
し

て
質
の
高
い
子
牛
生
産
に
努
め

る
と
と
も
に
、
増
頭
を
図
る
」

と
挨
拶
。

会
で
は
特
に
質
の
高
い
五
頭

の
枝
肉
を
表
彰
。
肉
の
霜
降
り

度
合
い
を
表
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
（
脂
肪

交
雑
）
は
最
高
の
№
12
が
二
頭
、

№
11
が
三
頭
と
高
い
レ
ベ
ル
で

拮
抗
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
と

な
る
金
賞
に
は
2
年
連
続
で
佐

賀
県
の
㈱
桑
原
畜
産
の
出
品
し

た
枝
肉
（
父
は
平
茂
晴
、
母
の

父
は
百
合
茂
、
母
の
祖
父
は
安

福
久
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
金

賞
の
枝
肉
は
共
励
会
後
の
せ
り

で
税
抜
二
二
五
万
三
二
〇
〇
円

（
㌔
単
価
四
〇
〇
〇
円
）
の
高

値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

五
島
産
素
牛

産
肉
能
力
の
高
さ
を
証
明

―
第
9
回
五
島
産
素
牛
枝
肉
共
励
会
―

金金金金金金金金金金金金金金金
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
ははははははははははははははは
222222222222222
年年年年年年年年年年年年年年年
連連連連連連連連連連連連連連連
続続続続続続続続続続続続続続続
ででででででででででででででで
㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱
桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑
原原原原原原原原原原原原原原原
畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜
産産産産産産産産産産産産産産産

第9回五島産素牛枝肉共励会 結果

褒賞 JA名 出品者氏名 素牛生産者
血 統

性別
出荷
体重

枝肉
重量

枝肉
単価

BMS 格付け
父 母の父 母の祖父

金賞 さが ㈱桑原畜産 大久保兼男 平茂晴 百合茂 安福久 去勢 837563．34，000 12 Ａ‐5
銀賞 島原雲仙 小川 博信 山口 茂明 平茂晴 勝忠平 安福久 去勢 852550．53，500 12 Ａ‐5
銀賞 ながさき県央 喜々津 昭 佐々野誠市 平茂晴 忠富士 上福 去勢 826546．93，300 11 Ａ‐5
銅賞 島原雲仙 平野 幸一 尾崎 康裕 平茂晴 安福久 平茂勝 去勢 743483．43，001 11 Ａ‐5
銅賞 さが ㈱桑原畜産 佐々野勝弥 百合茂 安福久 平茂勝 去勢 695448．13，053 11 Ａ‐5

入賞者と関係者の皆さん（後ろは金賞の枝肉）
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当
Ｊ
Ａ
は
二
月
二
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
本

店
に
て
平
成
二
十
八
年
産
ハ
ウ
ス
び
わ

出
荷
目
揃
会
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
営

農
担
当
者
は
「
事
前
に
出
荷
量
を
把
握
、

計
画
的
な
出
荷
で
有
利
販
売
に
繋
げ
た

い
」
と
品
薄
で
単
価
高
が
予
想
さ
れ
る

市
況
へ
の
対
応
を
語
り
ま
し
た
。

今
年
産
の
ハ
ウ
ス
び
わ
栽
培
面
積
は
前
年
と
同
じ
く

一
・
九
三
㌶
で
、
前
年
対
比
一
〇
四
％
と
な
る
一
二
・

八
㌧
の
出
荷
を
計
画
。
出
荷
は
例
年
よ
り
一
ヶ
月
ほ
ど

早
く
、
一
月
五
日
よ
り
開
始
。
全
体
と
し
て
は
一
旬
ほ

ど
前
進
出
荷
の
見
込
み
で
す
。
今
後
は
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
管
理
、
湿
度
対
策
を
徹
底
し
て
出
荷
の
平
準
化
に
努

め
、
食
味
の
良
い
び
わ
を
出
荷
し
て
い
き
ま
す
。

会
で
は
生
産
者
が
持
ち
寄
っ
た
び
わ
を
見
て
、
生
産

者
や
Ｊ
Ａ
職
員
の
間
で
出
荷
規
格
を
確
認
。
活
発
な
意

見
交
換
で
五
島
産
ハ
ウ
ス
び
わ
の
基
準
統
一
を
図
り
ま

し
た
。
三
月
か
ら
の
本
格
出
荷
を
控
え
、
参
加
者
た
ち

は
士
気
を
高
め
た
様
子
で
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
二
月
十
七
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
に

て
平
成
二
十
八
年
産
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

出
荷
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
産
は

出
荷
ピ
ー
ク
が
後
進
す
る
見
込
み
で
、
春

芽
は
も
ち
ろ
ん
夏
芽
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
事
態
に
参
加
者
た
ち
は
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
産
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
出
荷
量

約
二
四
㌧
（
前
年
対
比
一
〇
七
％
）
を
計

画
。
高
温
に
よ
る
黄
化
の
遅
れ
は
あ
り
ま

し
た
が
、
全
刈
（
地
上
に
伸
び
た
茎
葉
を

刈
り
、
新
芽
を
出
さ
せ
る
作
業
）
時
期
は

前
年
並
み
。
現
在
は
前
年
よ
り
一
旬
ほ
ど

遅
れ
て
保
温
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は
「
天
候
に
応
じ
た

管
理
を
徹
底
。

重
点
市
場
へ

の
計
画
出
荷

に
努
め
、
五

島
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
銘

柄
を
確
立
す
る
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ア
ス
パ
ラ
部
会
の

役
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
参
加

し
た
会
議
で
は
今
後
の
管

理
方
法
や
反
収
ア
ッ
プ
の

方
策
な
ど
活
発
に
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
崎
山
支
部
は
二
月
三
日
、

肉
用
牛
の
除
角
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
除
角
を
希
望
す
る
農
家
十
九
戸
の
牛
六
十
九
頭
が

対
象
。
部
員
ら
は
額
に
汗
し
な
が
ら
慣
れ
た
様
子
で
作

業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

除
角
は
、
牛
同
士
が
互
い
の
角
で
怪
我
を
し
た
り
、

飼
養
す
る
�
人
�
と
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
行

わ
れ
ま
す
。
五
島
に
お
け
る
多
頭
飼
育
や
農
家
の
高
齢

化
を
考
え
る
と
、
牛
と
農
家
、
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

部
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
、
関
係
機
関
あ
わ
せ
て
二
十
名
が
、

崎
山
地
区
と
福
江
地
区
の
二
班
に
分
か
れ
て
作
業
し
ま

し
た
。
用
意
し
た
ワ
イ
ヤ
ー
で
牛
へ
の
負
担
が
な
る
べ

く
軽
く
な
る
よ
う
素
早
く
角
を
切
断
し
、
熱
し
た
コ
テ

を
当
て
止
血
し
ま
す
。
作
業
は
安
全
か
つ
衛
生
面
に
配

慮
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
支
部
で
は
二
月
二
十
九
日

に
も
同
様
に
除
角
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

計画出荷で有利販売
―平成28年産ハウスびわ出荷目揃会―

今今今今今今今今今今後後後後後後後後後後のののののののののの管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理がががががががががが重重重重重重重重重重要要要要要要要要要要ににににににににににななななななななななりりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす
―平成28年産春芽アスパラ出荷会議―

地地域域をを支支ええるる青青年年部部
―青年部崎山支部除角作業―

出
荷
規
格
を
確
認
す
る
参
加
者
た
ち

作
業
は
か
な
り
ハ
ー
ド

極端な天候の変化に
今後の管理が難しくなりそう
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【採用予定人数】若干名

【募集申込期限】随時 ※採用予定人数に達し次第締め切ります

【面接予定日】随時 ※日程を調整します

【研 修 期 間】平成28年4月1日から平成30年3月31日までの2年間 又は、入所日から2年間

【研 修 機 関】一般社団法人 五島市農林総合開発公社

【研 修 内 容】将来の農業経営に必要な農業簿記、五島地域に適する栽培技術等の実践的な研修を
農林公社の各種事業への従事、講習等を通じて行います

【応 募 資 格】年齢16歳から概ね45歳の者。出身地、性別は不問

2年間の研修修了後、五島市内において農業経営を行う者

【応 募 方 法】「市役所農業振興課」及び「各支所地域振興課」備え付けの所定の申込書に必要事
項を記入して提出してください。 詳細は、【お問い合わせ先】までご連絡下さい

（※募集要領・様式は、「五島市公式サイトまるごとう http://www3.city.goto.
nagasaki.jp/」にも掲載しています）

【就農支援措置】●研修期間中・・・研修期間中に限り支援費として、月額10万円が支給されます

※2年間の研修期間は、就農準備期間であるとともに、五島市
農林総合開発公社経営事業にも従事することになります

●就農準備経費助成・・・青年等就農計画の認定時20万円の助成（1回のみ）

○研修修了後・・・2年間の研修を優秀に終了した者に農地の確保、農業機械の購
入など、農業経営開始時に係る支援費として、祝い金80万円が
支給されます

【問い合わせ先】五島市 農業振興課 農務班 担当：山本
電 話：0959－72－7816（直通）
ＦＡＸ：0959－74－1994

農業研修生募集のお知らせ
（一社）五島市農林総合開発公社では、新規就農を希望される方を対象に農業研修生を募集します。

平成28年度

・農業研修生の研修状況写真（農林公社にて）
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⻆
田
さ
ん
ご
家
族
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ス
ナ
ッ

プ
エ
ン
ド
ウ
、
レ
タ
ス
、
ゴ
ー
ヤ
、
キ
ュ
ウ
リ
を

栽
培
、
畜
産
業
も
営
ん
で
い
ま
す
。
健
さ
ん
ご
自

身
は
野
菜
農
家
で
す
。

初
年
度
は
異
常
気
象
と
と
も
に

⻆
田
さ
ん
は
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
十
二
年
ほ

ど
勤
務
。
そ
れ
ま
で
も
農
家
で
あ
る
ご
実
家
の
手

伝
い
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
昨
年
三
月
よ
り

本
格
的
に
就
農
。
野
菜
農
家
と
し
て
ち
ょ
う
ど
一

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

取
材
当
日
は
レ
タ
ス
の
収
穫
作
業
中
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。
写
真
の
方
は
、
近
く
出
荷
を
控
え
る

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
ハ
ウ
ス
に
案
内
し
て
い
た

だ
き
、
撮
影
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
⻆
田
さ
ん
は
「
最
初

に
収
穫
を
迎
え
た
ゴ
ー
ヤ
は
収
量
こ
そ
多
く
な

か
っ
た
も
の
の
、
良
い
値
段
で
出
荷
で
き
た
。
た

だ
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
天
候
の
影
響
で
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
。
レ
タ
ス
は
半
分
以
上
が
出
荷

で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
ま
で
異
常
（
気
象
）
と

は
…
」
と
困
惑
し
た
様
子
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
計
画

今
後
に
つ
い
て
は
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
ど
ん
ど

ん
増
や
し
て
い
く
。
ま
た
（
一
年
目
は
）
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
（
栽
培
す
る
作
物
を
）
集
中
さ
せ
す

ぎ
た
の
で
、
今
度
は
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
が
終

わ
っ
た
ら
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
し
て
（
天
候
不
良
に

よ
る
リ
ス
ク
を
）
分
散
す
る
」
と
計
画
す
る
⻆
田

さ
ん
。
一
年
目
の
苦
い
経
験
は
早
速
、
次
期
に
活

か
さ
れ
そ
う
で
す
。

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
異
常
気
象
に
直
面
し
た
衝

撃
的
な
就
農
一
年
目
。
特
別
な
年
と
し
て
記
憶
に

残
る
年
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
一
年

目
の
結
果
を
受
け
て
対
策
を
講
じ
、
面
積
拡
大
を

計
画
す
る
な
ど
耕
作
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
計
画
ど
お
り
の
栽
培
で
二
年
目
が
飛
躍
の

年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者 NO．70

波
乱
の
1
年
目
を
糧
に

五
島
市
玉
之
浦
町

か
く
だ

た
け
し

⻆
田

健
さ
ん（
32
）
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編
集
後
記

1

報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い

て報
告
№
2

主
要
事
業
一
月
末
計
画
と
実
績
に
つ

い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
一
月

末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
4

平
成
二
十
八
年
二
月
期
県
内
家
畜
市

場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
5

平
成
二
十
八
年
一
月
末
食
肉
販
売
実

績
に
つ
い
て

報
告
№
6

第
九
回
「
五
島
産
素
牛
枝
肉
共
励

会
」
の
成
績
に
つ
い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
七
年
十
二
月
末
自
己
査
定

結
果
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
七
年
度
第
二
回
債
権
管
理

委
員
会
の
結
果
報
告

報
告
№
9

平
成
二
十
七
年
度
第
3
四
半
期
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
状
況
に
つ
い

て報
告
№
10

平
成
二
十
七
年
度
第
3
四
半
期
相
談

苦
情
等
定
期
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
11

平
成
二
十
七
年
度
経
営
緊
急
対
策
資

金
貸
付
要
領
の
設
定
に
つ
い
て

報
告
№
12

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
そ
の
他

①
福
江
Ｒ
Ｃ
敷
地
内
の
廃
棄
物
処
理
作
業
に
か

か
る
作
業
終
了
報
告
に
つ
い
て

②
固
定
資
産
の
改
修
に
つ
い
て

③
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
廃
棄
処
理
状
況
に
つ
い
て

2

議
案
事
項

議
案
№
1

継
続
審
議

Ｊ
Ａ
ご
と
う
第
四
次
中
期
経
営
計
画
骨
子
（
案
）

に
つ
い
て

議
案
№
2

原
案
可
決

「
産
直
市
場
五
島
が
う
ま
い
」
事
業
実
施
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
№
3

原
案
可
決

全
信
用
事
業
店
舗
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ
ッ
シ
ャ

導
入
に
つ
い
て

議
案
№
4

原
案
可
決

系
統
サ
ー
ビ
サ
ー
へ
の
債
権
譲
渡
に
つ
い
て

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

誌
面
5
ペ
ー
ジ
掲
載
の
五
島

市
民
駅
伝
大
会
。
当
日
、
声
援

を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
に
は
写
っ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
私
も
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
選
手
と
共
に
大
会

へ
向
け
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
日
頃
の
運
動
不
足
を

一
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
の
練
習
で
は

解
消
で
き
ず
、
選
手
は
も
と
よ

り
補
欠
の
選
考
に
も
落
選
す
る

有
様
。
来
年
も
開
催
と
な
れ
ば

Ｊ
Ａ
か
ら
は
複
数
チ
ー
ム
参
加

す
る
意
向
と
の
こ
と
。
チ
ャ
ン

ス
が
広
が
っ
た
と
密
か
に
喜
ん

で
お
る
次
第
で
す
。

今
後
も
Ｊ
Ａ
は
地
域
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
共
に
五
島
を
活
気
づ
け

ま
し
ょ
う
‼
【
そ
の
際
、
カ
メ

ラ
を
手
に
し
た
Ｊ
Ａ
職
員
が
い

ま
す
の
で
撮
影
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
】

（
竹
山

幸
弘
）
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平
成
二
十
七
年
度

第
十
一
回
理
事
会

●
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日
㈬
開
催
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